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2 Ka- 8 羊 毛 繊 維 の 化 学 改 質 に よ る 防 虫 効 果
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Ｌ目的　羊毛繊維の化学修飾による金属加工布は、着用後の抗菌力や耐洗濯性及

び耐光性に優れていた1,2)。今回は、被服管理の観点から防虫効果を調べるため、

3種の衣料害虫を用いて食害試験を行った。2. 実験方法　試験布は脱脂処理した毛
100 ％の平織り織布を、30 ％チオグリコール酸アンモニウムと6%EDTA-2Na 溶液で

還元処理後、硫酸銅、塩化亜鉛、塩化第一スズで処理した金属加工布と未加工布を

用いた。これらを3×3cmに裁断し、デシヶ一ﾀ中に24 時間以上放置後、重量を測定

し、未加工布と共に径9cm のシャーレに入れた。食害試験は、自由に歩き回って摂
食できる選択食害法で行った。防虫効果は、供試虫の被毒状態を肉眼観察し、その

生死判定と食害量から検討した。供試虫はイガ、ヒメマルカッオブシムシ、ヒメカ
ツオブシムシ幼虫を用いた。摂食期間はイガが1 週間、その他は3 週間である。

3.結果と考察　3種の衣料害虫の食害量は、いずれの金属加工布でも吸着量が多い

方が少ない。金属別では、イガ幼虫がZn加工布＜Sn 加工布≦Cu 加工布、またヒメ
マルカッオブシムシとヒメカツオブシムシ幼虫がSn 加工布＜Cｕ加工布＜Zn 加工布

の順で、前者の鱗指目蛾蝶類と後者の鞘指目甲虫類では異なった。しかし高濃度処

理の金属加工布の防虫効果は、未加工布よりも食害量が1/11 ～1/34 少なく、防
虫効率が90％以上の数値を示し、十分期待できると考えられる。　4.文献　1)中島

ら:防菌防徽、19,9,451-458,1991. 、2) 中島ら:防菌防徽、20,2,69-76,1992.
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＜目的＞　染色堅牢度向上のために金属媒染が行われるが、金属媒染染色布を金属除去作

用の強いビルダーを配合した洗剤で洗浄した際の染色布に対する影響については、未だ明

らかにされていない。著者らは前報I）で、金属塩との錯体形成能を有する直接染料を用い

て、ビルダーおよび界面活性剤の金属除去作用について検討し、金属除去効果の強いビル

ダーは、洗浄過程で染色布中の金属を除去し色相を変化させるという結果を得た。本研究

では、ビルダーおよび界面活性剤で洗浄を行った染色布の日光堅牢度及び洗濯堅牢度を調

べることにより、金属媒染染料に対する洗剤ビルダーの影響について考察した。

＜方法＞　直接染料C.I.Direot　Red　80、C.I.Direot Green　59で染色・後媒染した染色布

および含鋼染料C.I.Direct　Yellow　130で染色した染色布を、界面活性剤としてＬＡＳ、ビ

ルダーとしてＥＤＴＡ、STPP およびゼオライトの組み合わせで洗浄し、フェードメーターを

用いて暴露することにより日光堅牢度を測定するとともに、JIS L 0844 B法により洗濯堅

牢度を測定した。暴露および洗濯後の潤色にはマクベスCE7000 を用いた。

＜結果＞　金属錯塩型直接染料染色布の日光堅牢度は。鋼処理を行うことによりかなり向

上した。また、銅除去効果の高いＥ Ｄ Ｔ Ａ、 ＳＴＰＰを加えて洗浄した染色布の日光堅牢

度および洗濯堅牢度は、洗浄前の染色布に比べてかなり低く、洗浄過程での鋼の脱落が堅

牢度に大きく影響することがわかった。

1）日本油化学会第30 回洗浄のシンポジウム要旨集、p 165 （1998）
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